大泉町における在住外国人と地域住民（日本人）を対象として 実施した災害想定訓練の成果と課題 : 桐生大学ボランティアサークルの活動報告から by 高橋, 美砂子 et al.
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1． はじめに
　2011年3月に発生した東日本大震災は，大変大きな
被害をもたらした．この大災害を教訓に，各自治体で
は大規模自然災害に備えて高齢者，子ども，障害者，
外国人等の災害時要援護者（災害弱者）の避難支援の
体制づくりが急務となった．全国的にみても外国人居
住者が多い群馬県大泉町では，言葉が分からない在住
外国人を災害弱者としてではなく，地域で助け合える
有力な人材になってもらいたいと考え，育成に尽力し
ている．そこで，在住外国人と地域住民を交えての災
害想定訓練の企画を立案するにあたり，本学ボラン
ティアサークルに協力要請があった．大泉町と本学と
は，近隣に位置していることから，異文化コミュニ
ケーションの授業をはじめ地域看護学実習等の受け入
れもしていただき，日常の交流から始まり，看護学科
大泉町における在住外国人と地域住民（日本人）を対象として 
実施した災害想定訓練の成果と課題 
―桐生大学ボランティアサークルの活動報告から―
Effects and Related Problems of a Disaster Drill in Oizumi Town 
Participated by Foreign and Japanese Residents 
― Report of the Activities of Kiryu University Volunteer Circle ―
高橋　美砂子，丸岡　紀子＊，猪野　栞里＊＊，
吉田　静恵＊＊＊，加藤　博恵＊＊＊＊，今関　節子＊＊＊＊＊
＊群馬医療福祉大学看護学部
＊＊足利赤十字病院看護部
＊＊＊イムス太田中央総合病院看護部
＊＊＊＊大泉町国際協働課（現，介護高齢課）
＊＊＊＊＊高崎健康福祉大学大学院保健医療学研究科
要　約
　2011年3月11日に発生した東日本大震災では，多くの外国人も被災者となった．これを機に，各自治体では災
害弱者に対する避難支援体制作りが急務となった．在住外国人が町の人口の15% 以上を占める，群馬県大泉町で
は，在住外国人を災害弱者としてではなく，地域の担い手としての有力な人材になってもらうため，地域住民とと
もに災害想定訓練を実施することにした．桐生大学ボランティサークルの学生は，この企画に協力スタッフとして
参加し，想定訓練の運営に携わった．訓練実施後に参加した在住外国人を対象に，この訓練がどうだったか，聞き
取り調査を行った．その結果，ほとんどの人から「よかった」と回答が得られた．また，訓練を企画した主務者間
で訓練を振り返り，意見交換会を行い，そこでは，救急法などは繰り返し行うことで，いざというときの行動判断
につながることや1回だけのイベントではなくて，継続して取り組むことが重要であるといった意見が出された．
また，災害時には地域住民と在住外国人が同じ地域の構成員として助け合うことが大切である．このような訓練の
経験を通して，顔見知りになり，お互いの文化や生活習慣を理解するよい機会になったことがわかった．ボラン
ティサークルの学生は，このイベントの企画を通して多くのことを学んだ．また，言語的コミュニケーションの大
切さもあらためて感じた．
キーワード：災害想定訓練　在住外国人　災害弱者　助け合い　コミュニケーション
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2）災害想定訓練の背景と概要
　大泉町では，平成23年度より町民がまちづくりに参
加する仕組み作りを進めるための「協働のまちづくり
推進指針」をスタートさせ，「元気な地域支援事業補
助金」を拡充し，身近な地域課題を地域に住む人たち
が自ら解決できるような支援を積極的に推進してい
る．「元気な地域支援事業補助金」は，住民と行政と
の協働によるまちづくりを普及促進し，魅力ある地域
社会の実現を図るため，住民などが自主的かつ主体的
に企画し，実施する公益性のある事業を行う場合に要
する経費の一部を予算の範囲内で補助する制度であ
る．この助成金制度を活用し，「災害時に地域で活躍
できる外国人住民の育成事業　―3.11　私はあの日を
忘れない―外国人住民を交えた災害想定訓練とブラジ
ル風炊き出し」という防災イベントを2012年3月11日
に実施した．イベントは，大泉町「いずみの杜」とい
う公営公園で行われ，ブラジル人学校の子供たちによ
るダンスや寸劇の披露，在住外国人ボランティグルー
プ「We are with you」のメンバーによるブラジル風炊
き出しが同時に行われた．災害想定訓練は，いずみの
杜の中にある複合福祉施設の多目的ホールで実施し
た．当日は，在住外国人と地域住民300名以上の参加
があった．
3）想定訓練の方法
　災害想定訓練は，大地震による災害発生のシナリオ
を作成し，スタッフが負傷者役を演じ，参加者（外国
人住民）は，負傷者を救護しながら安全な場所に避難
するという想定で行った．想定訓練を始める前に，
消防署員とボランティアの看護学生による止血法，
AED の使用方法，救急車の呼び方についてのデモン
ストレーションを実施した．訓練の実際場面では，参
加者が戸惑わないように，助言役スタッフを配置し，
「こっちにけが人がいますよ」などの声掛け（課題呼
びかけ）を行うことにした．
　状況設定は，大地震直後のテーブルや食器類が散乱
したレストラン内を想定し，参加者を入れ替えて，プ
ログラムを3回繰り返した．
2． 検討方法
　以下の3点から，今回の災害想定訓練の成果と課題
について，検討し分析した．
1）外国人の参加者を対象とした聞き取り調査の実施
　参加してくれた外国人のうち同意が得られた人か
教員や学生ボランティアサークルのメンバーが継続的
に在住外国人（児童）に対して健康支援を行ってい
る．
　今回報告する災害想定訓練は，東日本大震災後1年
目にあたる2012年3月11日に，大泉町で初めて試みた
もので，在住外国人や地域住民，警察，消防，行政，
ボランティア等が連携・協力し実施された．実施後の
在住外国人からのアンケートおよび主務者間の反省会
で出された意見を分析し，成果と今後の課題について
検討した．
1）大泉町の概要
　大泉町は，群馬県の東南に位置し，地形は平坦で，
東は邑楽町，千代田町，西と北は太田市，南は利根
川をはさんで埼玉県熊谷市に隣接している．昭和32
年3月，小泉町と大川村が合併して誕生した．面積は
17.93平方キロメートルで，群馬県で一番小さな町で
あり，北関東でも屈指の製造業を有する一方，いずみ
緑道などの公園や街路などの都市施設整備を積極的に
進め，美しい都市景観を持つ町でもある．人口は，平
成26年2月末で，40,882人，そのうち外国人登録者は
6,239人で，人口の約15.3% を占める外国人の多い町
である1）．そのため，町では，言葉や文化，習慣の違
う人たちが共に安心して快適な生活が送れる「秩序あ
る共生のまちづくり」を目指し，政策，事業等を行
い，多文化共生の町となっている．ポルトガル語版広
報紙「GARAPA」や大泉町多文化共生コミュニティ
センターなどで，在住外国人に町の情報や日本での生
活ルールを教えている．また，日本の習慣や文化を母
国語で伝える「文化の通訳」登録制度なども実施して
いる．
図1． 大泉町の位置と人口
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回答者の9割がブラジル人であり，全員から好評を
得た．「ブラジルでは地震が少ないので，地震時は
本当に驚いた．訓練に参加できてよかった」「みん
なと一緒に協力できてよかった」「救急法とかは参
考になった」「また，機会があったら，参加したい」
などの意見が聞かれた．（表2）
2）協力スタッフへの記述調査の結果は，29名中28名
から回答を得た（回収率96.5%）．
　今回の想定訓練が実際に災害に遭遇した時の役に立
つと思うかの設問に対しては全員が「役に立つ」と回
答した．
　自由記載欄には，以下のような意見が出された．
・ともかく，その場にいる人の協力が大切であること
がわかった
・一回でも訓練しておくことが，実際の時にどう行動
したらいいのか，判断できる
ら，国籍と簡単な感想を訓練実施直後に聞いたもの
で，この調査は大泉町の担当者が実施した．
2）協力スタッフへの記述調査
　協力スタッフに対して，実施直後に用紙を配布し，
今回の想定訓練について，実際に災害に遭遇した時の
役に立つかどうかと自由記載欄を設け感想を記述して
もらった．この調査は本学ボランティアサークルの学
生が担当し，回収，集計作業を行った．
3）主務者間の意見交換会（反省会）の内容（議事録）
　災害想定訓練の主務者（大泉町担当職員，ボラン
ティアリーダー大学生と教員）が集まり，訓練の振り
返りを行った．その時に出された意見を議事録にし，
参考資料とした．
【倫理的配慮】
　倫理的配慮として，外国人対象者に関しては，行政
側の判断で実施し，個人が特定できない形で公開する
ことの同意を得ている．協力スタッフへの調査の実施
および内容に関しては，企画会議で決定し，調査への
参加は自由意志とし，無記名で行い，結果の公開に関
して説明し，回答をもって同意と見なした．議事録に
関しては，参加者に内容を確認してもらい，公開の同
意を得た．
3． 結果
1）参加外国人への聞き取り調査は，32名から回答が
得られた．1回の訓練におよそ30名程度参加したと
するとおよそ90～100名くらいの参加者がいたこと
になるが，実際の参加人数の把握はできなかった．
表1． 災害想定訓練の内容と担当者
＊スタッフは男性9名，女性20名の計29名．
表2． 参加者の国籍と感想
88
桐生大学紀要．第25号　2014
スチャーで通じた
3）主務者による意見交換会（反省会）で出された内容
　災害想定訓練実施10日後に振り返りとしての意見交
換会を大泉町多文化共生コミュニティセンターで行っ
た．参加者は，大泉町担当職員2名，ボランティア
リーダー大学生7名，教員1名の計10名であった．そこ
で出された意見や感想の議事録から意味内容の類似に
よってカテゴリー化したものを表4. に示した．
4． 考察
　国内観測史上最大規模の地震が発生し，未曽有の災
害によって，甚大な人的・物的被害を受けた，東日本
大震災における外国人被災者は，東北4県と茨城県の
災害救助法の適応市町村に在住していた75,282人（外
国人登録からの把握）で，国別では，中国，韓国，朝
鮮，フィリピン，ブラジルの順で，永住者や特別永住
者はじめ，外国人研修・技能実習生，留学生も多くい
た．そのうち死者は23人，行方不明者は約50人と報告
されている．震災直後は，各国の大使館による帰国誘
導があり，全国に在住する外国人の多くが一時帰国し
たが，日本に居住しているさまざまな外国人グループ
が被災地に赴き，被災者支援を行ったことも伝えられ
ている2）．大泉町の外国人ボランティアグループ「We 
are with you」も被災地で炊き出し支援を行っている．
・軽傷の人は助けやすく，重傷者が残される傾向があ
ることがわかった
・事前の応急手当の方法が活かせた
・1回目より3回目の方が，動きがよくなったし，真剣
さが増してきたようだった
・繰り返し訓練することが大切だと思う
・言葉がわからないハンディもあったが，意外とジェ
表4． 主務者から出された意見 （議事録から）
表3． 協力スタッフの内訳
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題である．まして災害時には，「自助・共助・公助」
の3つが発揮されて初めて効果を上げると言われてお
り，とりわけ住民同士の「自助・共助」が重要とされ
ている．多文化共生社会の中で暮らす我々は，お互い
の文化や言語，生活習慣を理解し，認め合うことが大
切であり，これからの社会を担うであろう大学生とい
う若い世代が中心となって，災害想定訓練が実施でき
たことはさまざまな意味で意義があったと考える．
　2014年3月に愛知県地域振興部国際課多文化共生推
進室は安全・安心なまちづくりのための『顔のみえる
関係づくり』事業の報告書5）を出しており，日本人と
在住外国人によるさまざまな交流の取り組みを紹介し
ている．我々が大泉町で先駆的に行った事業が各地で
広がっていることがわかった．「次も参加したい」と
答えてくれた人もいたことから，1回だけの記念イベ
ントではなくて，今後も継続的に実施して行くことが
大切である．
5． 結論
1）想定訓練を行うことで災害発生時のイメージが膨
らみ，とっさのときの行動の判断につながる．継続
して繰り返し実施することが大切である．
2）災害発生後のケアや支援には，言語的コミュニ
ケーションができることが大切である．
3）多文化共生社会において，このようなイベントを
通し，体験や時間，課題を共有することで共に助け
合う意識が高められ，地域の担い手としての人材育
成につながる．
5）地域の役に立った経験が学生の自信と成長につな
がった．
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大阪　2011．12
　大泉町で実施した災害想定訓練は初めての試みとし
ては，概ね「よかった」という評価が得られ，本学ボ
ランティアサークルの活躍が賞賛された．学生とって
大変貴重な体験ができ，その後の自己成長につながる
よい機会を与えられた．
　今回の想定訓練では，事前学習として救急法
（AED を含む）や運搬法，通報の方法等を行い，その
知識を持って訓練に臨めたことが，訓練の成果を高め
ることにつながった．実際の災害は「忘れた頃にやっ
てくる」といわれており，いつも準備していることは
難しいかもしれないが，一度でも体験しておくこと
が，いざというときの力になると多くの参加者が感じ
ていることがわかった．また，いざというときは，多
少言葉が通じなくても身振り手振りのジェスチャーで
ある程度行動できることもわかった．しかし，現実問
題として，迅速かつ正確な情報伝達が求められる場面
や被災後しばらく経ってから生じるさまざまな心身に
対するケアを考えた場合，やはり言語的コミュニケー
ションが取れることは重要であり，今回学生も「ボルト
ガル語が話せたらな～」と強く思ったとのことだった．
　近年，国からの指導もあり，多くの自治体で災害対
策の取り組みがなされ，言葉の問題で情報伝達しにく
い外国人に対して，多言語によるマニュアルやガイド
ブックを作成し配布したりして，防災訓練の実施を促
進している3）．防災訓練等は地域住民と一緒に行動す
ることで「顔見知り」となり，そこから徐々に相互理
解や信頼関係が構築されていくのではないかと考え
る．言葉がわからない外国人を「災害弱者」としてでは
なく，地域にとって必要な構成員として期待する，そ
のための人材育成と位置付けて行った今回の災害想定
訓練に，多くの在住外国人が参加してくれたことは，
災害に対する関心の高さとともに地域に担い手になろ
うとしている彼らの姿勢の表れであると考えたい．
　東日本大震災の直前（2010年12月～2011年2月末）
に群馬県が実施した定住外国人実態調査4）では，在住
外国人が「日本人との交流を積極的したい」と回答し
た人は72% で，交流意向は徐々に高まっている傾向
がある．理由として「これからもこの地域で生活して
いきたいから」とのことであった．一方，日本人の在
住外国人との関わりに対する考え方は，「生活上，必
要最低限の交流はした方がよい」と回答した人が最
も多く53% であった．両者間の意識の多少の「ずれ」
は否めないが，日本社会においては高齢化が進んでい
る昨今，働き盛りの世代が多い在住外国人を地域力と
して期待し，相互に協力できる関係の構築は喫緊の課
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Effects and Related Problems of a Disaster Drill in Oizumi Town 
Participated by Foreign and Japanese Residents 
― Report of the Activities of Kiryu University Volunteer Circle ―
Misako Takahashi, Noriko Maruoka＊, Shiori Ino＊＊, 
Shizue Yoshida＊＊＊, Hiroe Kato＊＊＊＊, Setsuko Imazeki＊＊＊＊＊
* Gunma University of Health Welfare
** Japanese Red Cross Ashikaga Hospital
*** IMS Ohta Central General Hospital
**** Oizumi Town Hall
***** Takasaki University of Health and Welfare
Abstract
　The victims of the Great East Japan Earthquake on March 11, 2011, included a large number of foreigners living in 
Japan.　Since then, local governments have been required to establish evacuation-support systems for people who will 
be disadvantaged in the event of a disaster.　With the aim of training foreigners as valuable members and leaders of the 
community, rather than potential disaster victims, the Town of Oizumi, Gunma, in which foreign residents account for more 
than 15% of the total population, conducted a disaster drill in collaboration with the community residents.　Students of the 
Kiryu University Volunteer Circle became involved in this project as support staff to operate the disaster drill.　A questionnaire 
survey involving foreign residents who had participated in the disaster drill was conducted to ask their opinions of the drill, 
and the majority of them stated that it was meaningful.　The organizers of the drill held a meeting to review it and exchange 
opinions.　The meeting participants stated that they should repeatedly undergo training to learn first-aid procedures so that 
they can make appropriate decisions in the event of a disaster, and that it is necessary to hold such an event on a regular basis.　
It is also important for Japanese and foreign residents to help each other as members of the same community in the event of 
a disaster.　The disaster drill was a valuable opportunity for them to get to know each other and learn foreign cultures and 
customs through training.　The students of the volunteer circle learned many things through organizing the event, including 
the importance of verbal communication.
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